

























































づき、予備校設置案を立て、1937 年 5 月「満州国」政府に提出された。
　1937 年 5 月 20 日、「満州国」政府は文教部布告第 1 号をもって留学生予備
校事務所を設置した。その後事業を始めるや否や、同年 7 月 16 日民生部布告
第 1 号をもって「留学生予備校事務所廃止の件」を公布した直後、「満州国」
留学生予備校を正式に長春に設立した。そして、翌年の康徳 5 年 3 月 10 日に
政府は「満州国」勅令第 32 号を公布し、「満州国」留学生予備校の官制を定めた。
当の官制は皇帝の溥儀の署名、国務総理、民生部大臣の副署名で公布された。





















の修業年限は 1 年とされ、毎年の 1 月 1 日に始まり、12 月 31 日に修業が完了
することになる。修業科目は国民道徳、日本語、数学、英語、物理化学又は地理、
歴史及び訓練である。また休日には元旦（旧暦 1 月 1 日）、万寿節（新暦 2 月
6 日）、紀元節（新暦 2 月 21 日）、建国記念日（新暦 3 月 1 日）、天長節（新暦



































　第二期は 1938 年 2 月 18 日に入学式が行われ、当日登校した学生 40 名が一
図 2　董連民




分かれて授業が始まった。同年 3 月 25 日に皆川豊治の代わりに広田常次郎が
校長に任命され、予備校は実質的に開校された。広田常次郎の話によれば、「同




















　1938 年 8 月 1 日、「満州国」政府は民生部大臣孫其昌の訓令第 138 号をもっ
て各省長、新京特別市長に令し、＜康徳 6 年度留学生認可試験施行並留学生予
備学校募集及試験施行ニ関スル件＞を公布した。その詳細は次の通りである。













































　留学生認可試験を受けようとする者は、受験手数料 2 円を納付する。康徳 5






時間 午前 9 時 10 分－
午前 10 時 30 分




11 月 1 日 国民道徳 国語（日本語） 数学
11 月 2 日 国語（満語又ハ蒙古語）
11 月 3 日 口頭試問及身体検査
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行われた。試験地は新京、奉天、ハルピン及び東京の 4 ヶ所で、志願者は 370
名で、そのうち 230 名が合格者として発表された。このように 1939 年度には
文科 31 名（内女子 5 名）、理科 65 名（内女子 14 名）、合計 96 名が第三期卒業
生として留学の途についた。資料によれば、第三期卒業生の全員は次の通り
である。
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　1940 年 8 月 30 日、留学生予備校は第五期目の学生募集を行い、人員を約
250 名（文科：男子 65 名、女子 10 名；理科：男子 150 名、女子 25 名）募集
表 2　留学生予備校第三期卒業生全員一覧 15）
郝寿山 劉琴潤 王克良 孫大周 周憲弘 閻壮志 郭子森
楊徳普 王和璧 韓樹忠 孫玉梁 劉中興 温憲中 王焕庭
賀良輔 張恒鐸 黄儒林 王樹権 柏嘉祥 戈啓堂 趙忠信
侯凡 徐萍 徐立操 邵先鐸 佟蔭棠 張啓国 謝宗輔
張徳璋 衣家骅 王孝譲 包宣 郭徳栩 孫培忠 鄭文秀
金阿綿 隋宗清 梅之秀 熙麟養 修良 趙尚質 王承周
王乃徳 陳著仁 王文彦 王方忱 于世庠 張本同 李連荃
楊肇文 李徳森 金連蕴 林春堯 楊丕忠 楊会禄 季荩臣
韓行篤 劉克治 張景柏 曹正熙 徐恒貴 納古迪 馬忠賢
李文光 崔其祥 董志尧 金長盛 金紹炎 孫従恕 于冲
趙仲三 武占元 喬魁学 范柏齢 賈世文 韓行懿 張淑蘭
裘馥茹 劉可棟 色仁多爾吉 牛庚辛 王友書 佟瑞芝 隋宗茂
于潤海 窦連馥 曾淑賢 傅毅 陳興華 宋英珍 金毓華
周鳳蘭 李蔭清 閻樹珉 孫貴春 王纫卿 金玉琴 姜書美
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類選考を通じて 500 名を選んだ。これを第二次試験の受験者と決め、同年 11





2 月 15 日に入学式が行われた。今
度は初めて女子のみ特別学級を設











り減り、志望者は 540 名、その中から合格者が 190 名（男子 152、女子 38）と
決定された。学生は 1 年間の勉強を経て、翌年康徳 10 年 1 月、新京から集団
図 3　単春生所蔵の卒業証書













番号 姓名 番号 姓名 番号 姓名
3 孫盛豪 5 趙雲起 9 阿棋拉勒図
10 王徳良 11 巌富源 13 張景廉
16 王宗藩 17 初学倹 18 姜景太
19 立川尚弘 21 三義臣成 23 劉慎修
39 孫福廷 49 劉元波 50 蘇勃然
51 林炳烈 54 劉長青 55 岩本宇平
56 伊明岐 57 王文林 61 李百春
63 張曽喜 64 張景岳 65 孫世荃
67 呂志乾 69 陳一同 71 邵興発
72 韓明昇 73 劉徳智 75 池爽武
76 李明旭 82 李徳禎 84 高緒彦
85 車仁沢 121 徐明時 122 王宗庸
123 王果夫
（奉天受験地）
3 許天閣 6 林基学 7 武克礼
9 靳天宗 10 王紹卿 11 范延生
13 于全恭 16 金成文 17 劉俊哲
18 楊家琳 19 蘇立献 22 張世紀
23 徐万茹 24 王樹本 26 高春台
28 王永 32 劉恵臣 34 王廷俊
36 申玉璋 40 王学蕴 41 賈学荛
42 蒋春林 43 李永吉 44 劉維悦
45 張喜文 46 于純智 47 斉繁
図 4　留学生予備校第五期学生卒業記念
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48 関文竜 49 馮喜槟 50 李融和
54 谷茂翠 59 程雲竜 60 温以忠
61 趙天民 62 孫耀廷 65 于宏毅
66 王永昌 67 佟以林 71 王維周
72 張永生 96 馮玉成
理科女子（新京受験地）
86 孟淑貞 90 金東純 91 周鳳瑞
93 額布結 95 関佩倫 98 王鏡秋
99 王桂铮 100 王淑静 103 邹元楷
105 付家瑞 106 唐漱石 107 劉士儀
108 金毓静 109 王桂芬 111 佟瑜璋
119 崔鳳熙 劉貞静
（奉天受験地）
79 丁慎言 80 李秀蔡 81 賀俊傑
84 陳有仲 85 金遒学 86 金遒文
89 韓蕴琴 91 孫玉珊 94 杜名藍
文科男子（新京受験地）
3 張忠傑 4 金徳岷 5 嘎尔雅図
6 萨義爾 7 萨西雅札布 8 孫盛武
9 乔伝謀 12 長山宏 13 大沼武雄
14 新井承楽 16 敖力布 17 韓学信
18 王麟章 20 陳国忠 25 馬家駒
28 李長信 29 張燔基 31 李铮荣
（奉天受験地）
2 孫徳成 5 邵光朴 8 黄立国
9 熊宝良 10 王毓忠 12 張礎基
13 王桐義 15 陳蔭堤 16 薛来運
17 索宝昌 18 李樹森 19 姜広慶
20 李徳純 23 李烈権 24 許英林
25 李国钧 26 袁国恕 28 孫作人
29 王君高 31 白鉄雄 32 于潤江
33 付元瑞
文科女子（新京受験地）
34 許広沢 35 萨仁格日楽 36 萨栄高瓦
38 宋会芳 39 馬春栄 43 孫連珠
（奉天受験地）
36 王栄光 37 葛慕宇 38 史延芳















29（男子 24、女子 5）名、理科 72（男子 58、女子 14）名、合計 101 名で、理



























1）	 当時大連を中心とする遼東半島は既に 1895 年日清戦争で日本の植民地に割譲され、
日本に関東州と改称されたので、「満州国」に所属していなかった。
2）	 謝廷秀	『満州国学生日本留学十周年沿革史』満州国大使館内学生会中央事務所、康
徳 9 年 9 月 10 日印刷、9 月 15 日発行、156 頁｡
3）	 鐘少華『早期留日者の日本談』山東画報出版社、1996 年、106 頁。
4）	 国務院総務庁人事処編纂、康徳社、康徳 7 年 12 月 1 日発行、71 頁。
5）	 武強『東北沦陥 14 年教育史料』第 2 輯、吉林教育出版社 1989 年 1 月、115 頁。
6）	 筆者は 2001 年 8 月 6 日、董連民の自宅でインタビューを行った。
7）	 筆者は 2002 年 8 月 15 日、長春にある社会主義学院で王保粋にインタビューを行っ
た。
8）	『満州国学生日本留学十周年沿革史』、47 頁｡
9）	『政府公報』第 1425 号	康徳 6 年 1 月 10 日星期二（火曜日）、271 頁。
10）	謝廷秀『満州国学生日本留学十周年沿革史』、48 頁。
11）	筆者は 2001 年 9 月 17 日、天津で史乃光にインタビューを行った。
12）	福士匡	岩沢厳	『満州国	大学専門学校入学試験問題 · 解説』、東方印書館、康徳 6 年、
258 頁。
13）	『満州国	大学専門学校入学試験問題 · 解説』、1 ～ 13 頁、169 頁。
14）	筆者は 2001 年 6 月 16 日、趙尚質の自宅でインタビューを行った。
15）	本表は三回生王焕庭が保存した原本を整理したもので、98 人が掲載されている。
16）	『満州国学生日本留学十周年沿革史』、48 頁。
17）	筆者は 2002 年 6 月 28 日、黄克顕の自宅でインタビューを行った。
18）	筆者は 2001 年 9 月 18 日、天津で単春生にインタビューを行った。
19）	呉新は留学生予備校卒業生のことを紹介してくれた最初の人物で、筆者は 2001 年
3 月に自宅でインタビューを行った。
20）	『政府公報』第 258 号、康徳 9 年 12 月 26 日星期天（土曜日）、507 頁。
21）	筆者は 2002 年 9 月長春にある社会主義学院のホテルで孫利人を始めとする留学生	
予備校卒業生の数人にインタビューを行った。
22）	『政府公報』2871 号、康徳 10 年 12 月 27 日星期一（月曜日）。
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<ABSTRACT>
Essay on the Preparatory School for Overseas Students in 
“Manchukuo”: With a Method of Oral History
Zhensheng LIU
“Manchukuo” was a product of an invasion by Japan to China. 
Conducting research on preparatory school for overseas students in 
“Manchukuo” should be a meaningful to a history of “Manchukuo” and 
Chinese students in Japan. This article is a result of materials about actual 
conditions of the education system and overseas education in “Manchukuo” 
at the time as well as interviews with former overseas students.
The preparatory school for overseas students in “Manchukuo” is the 
educational facility in the Japanese colonial period. Most students who 
had studied in Japan became a stuff of governmental organizations of 
“Manchukuo”. However they recognized themselves as a citizen of China 
not “Manchukuo” and partly rested Japanese militarism. Added to this, they 
have contributed to society with their skill of Japanese after Japan’s defeat, 
especially after policy of reform and of opening doors.
The graduates of the preparatory school for overseas students in 
“Manchukuo” sent forth Japan in an extraordinary period, therefore 
they became to have a serious-minded recognition. This recognition will 
complement recognition of Chinese people in the modern age. 
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